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σ を有限群Gの自己同型とする o H = C G{ a l, h 1 = 1 , h 2 ,… , ha を Hの共役類の代表系と L ，
α 
X(hj) = {g 一 1 hj g 0 I gE G }, i = 1 , 2 ，…， α とおく。 G121X(hi) となるとき σ を準素な自己同型と
いう。 σ が素な自己同型，即ち I a I と I G I が互いに素であるとき o は準素になる口 Irro{Gl で o 不変
な Gの複素数体上の既約指標全体を表すことになるo
Glauberman は o が素な自己同型であるとき， Irro (G) と Irr(H) の聞に自然な対応の存在する ζ と
を示した。 1町。 (G)の元 x のG<σ>(半直積)への拡援の一つを f とし.<σ> の生成元の一つを
σm とする。乙のとき cp (X*, σrn)(h) 二戸C h arn ) とおく乙とにより H上の類関数 cp (X~ ?rn) が得ら
れる。但し h はHの元である。。が素であるとき， cp C r.affi ) は Hの既約指標の O でない定数倍となり
乙の既約指標は x*， am の選び方によらず r のみによって定まる o X にこのHの既約指標を対応させる
Irra C G)からlrrC H)への写像は全単射となる。乙れをGlauberman 対応という。
本論文に於て， Glauberman 対応の存在する自己同型が次の様 iζ特徴づけられる。
定理A. a がG の準素な自己同型である条件はGlauberman 対応が存在することである。
なお， σ が準素な場合のGlauberman 対応は，素な自己同型 i乙対して存在したGlauberman 対応の自
然な拡張となっているととを注意しておく。
定理B で、Glauberman 対応に付随する種々の事柄を示し，最後に次の系C を証明する。
系 C. Gの既約指標 xが準素な自己同型 σ によって不変で、ある条件は X(xTh1)10 となるととであ
/'.. 





σ を有限群G の自己同型とし， H= CG(a)とする。またGの複素既約指標の全体をIrr(G)とすれば， σ 
は乙の集合に自然に作用し，その固定点の集合をIπ 。 (G)で表す。 Glauberman は 1968 年に次の乙とを
示した o がG に素に作用しているとき(すなわち (1φ~I ， 1 G 1)= 1 のとき) , Irra (G)とIr・r(H) の聞
に自然な 1 対 1 の対応がある。実際r=Gく0>をG と <σ>の半直積 iとすれば，1汀a (G)の元 x は Irr(r) 
の元 x* に拡張されるが， x'乙対応するIrr(H) の元を π (x)と表せば， hEH'乙対し x* ( ha ) = À π (x)(h) 
(ﾀ :定数)となっている。本論文では，一般に全単射 π: 1 rra (GドIrr(H) で上の性質をもつものがあ
るとき，乙れをGlauberman 対応とよび，それが存在するための条件を与えている。
-1 , 0 すなわち G={g.hg V 1 gεG ， hεH} であるとき o は G'乙準素に作用するといい，乙の条件
がGlauberman 対応が存在するための必要十分条件である乙とを示している。更に乙のとき，乙の対応
が Glauberman の場合と同様の性質をもっ乙とを示し，またIrr(G) の元 x が σ ー不変であるため必要十
分な条件は x (~ g-l gσ) チ O であるという興味ある結果を得ている。
gEG 
Glauberman の結果は，その後これを種々の方向に拡張する多くの研究を生みだしたが，本論文はそ
の対応の本質を的確に明らかにしたという点で注目に値する。
以上のように，本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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